
越谷市修正地域参画総量指標（ｍＧＡＰ）等調査事業の概要

人数分類

52,427人日常生活で越谷市を訪れる者（通勤、通学、買い物）
日常

ベース

地域外

ターゲット

人口

118,041人

59,623人
越谷市に定期的かつ継続的に訪れる者

（観光、交流、趣味）

ファン

ベース

3,188人ふるさと納税者

その他越谷市に定期的かつ継続的にかかわる者

（ふるさと納税、特産品等の購入、

SNSのフォロー）
319人特産品等の購入者

2,484人SNSのフォロワー

“まち” に 「 かかわりたい気持ち 」 = 「 意欲 」 が“ まちの力 ” になる

少子高齢化が急速に進み人口減少を迎え、多様化・個人化、情報技術の進歩による価値観が大きく変わる中で、都市の発展や活力ある

地域社会の実現はもとより、まちの存在自体の価値が問われることになります。

越谷市では「まちの価値は、まちにかかわる市民がつくる」ことを基本に、シティプロモーションを推進しています。修正地域参画総量指

標（ｍGAP）は、シティプロモーションの取組を効果的に測るための指標であり、越谷市の住民（定住人口）および越谷市外からの来訪者等

（地域外ターゲット人口）のまちとのかかわりが、まちの魅力発信や持続性にどのように関係しているかを調査分析し、次の施策を戦略的

に検討し実施していきます。

目的とねらい

修正地域参画総量指標（ｍＧＡＰ）は、越谷市の住民（定住人口）や越谷市外からの来訪者等（地域外ターゲット人口）が、まちの価値を高

めるために「かかわりたい意欲」の量を定量化して測定します。具体的には、①住んでいるまちをすすめたい気持ちの「地域推奨量」 ②住

んでいるまちをより良くするためにかかわりたい気持ちの「地域参加量」 ③住んでいるまちのために頑張っている人に感謝したい気持ち

の「地域感謝量」からなる、まちとのかかわりで構成されます。この３つの意欲の総量がまちを活性化し、市民の郷土愛の醸成とその波及

効果として市外への魅力発信へとつながり、シティプロモーションによる好循環を生むことが期待できます。令和７年度の調査では、11段

階評価のアンケート結果と各人口を乗じて算出した結果、４,５６６.６となりました。

なお、修正地域参画総量指標（ｍＧＡＰ）は、数値上の目標や達成度合いを求めるものではなく、かかわる人の「今」を的確に捉え、未来に

向けてよくしていくための指標といわれています。

※地域外ターゲット人口について

越谷市修正地域参画総量指標（ｍＧＡＰ）の測定結果「4,566.6」

修正地域参画総量指標（ｍGAP）を算出する際に必要となる「関係人口」について、具体的な定義はありません。そのため、越谷市

では、令和７年度からオープンデータ等を用いて「地域外ターゲット人口」として算出し、修正地域参画総量指標（ｍＧＡＰ）を測定して

います。

令和７年度調査における越谷市の地域外ターゲット人口は、合計118,041人で、定住人口341,437人（令和8年1月1日現在）の約

35％に相当します。


